
 資料２  

Ｈ30.3.20瑞浪市全体会 

瑞浪市地域総合支援協議会の今後の進め方について 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各関係団体がそれぞれの役割を果たす中で認識した課題・ニーズを通じて、地域における 

課題・ニーズを把握し、全員が自らの課題として受け止め、大きな共通認識を持ちながら 

自分の所属団体では何ができるかを考え、一歩でも前進しようという協働の姿勢で参加する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 

 地域総合支援協議会の目的  

① 定期的・継続的な開催により、関係団体のネットワークを構築する 
② 関係団体の活動内容や課題・ニーズなどの情報を共有する 
③ 瑞浪市・東濃圏域における支援体制の課題を認識する 
④ 課題解決に向けた協議・提案を行い、よりよい支援体制を構築する 

 

 地域総合支援協議会の活性化に向けたポイント  

 ① テーマ（協議したいこと・解決したいこと）を明確にする 
・全員が大きな共通認識を常に持ちながら参加する 

 ② 当事者・事業者・行政の協働により地域全体の支援力を高める意識を持つ 
・過度な負担を求めることなく、無理のない役割分担で少しずつ前に進める 
・陳情・交渉の場としない 

 ③ テーマ・部会・参加者は柔軟に設定・再編成する 
・形骸化を防ぐため、テーマ・部会・参加者は柔軟に設定し、必要に応じて再編成する 

全体会 
年１回程度 

○○部会 
必要に応じ年数回 

○○部会 
必要に応じ年数回 

○○部会 
必要に応じ年数回 

○○部会 
必要に応じ年数回 

相談支援部会（兼 運営事務局会議） 
２か月に１回 

専門部会 
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共通課題・困難事例 

 

地域総合支援協議会 

 

各関係団体 

 


